
Athlete Church PRAYER REQUEST

ATHLETE CHURCH

キリストにあって、スポーツも礼拝です！

AthleteAthlete
プレイヤーリクエストプレイヤーリクエスト

①祈る:荒廃したエルサレム(スポーツ界)と民(スポーツ界に生きる7800万人)のために祈る。(ネヘミヤ1:5-11)
②使命:ユダの地・エルサレム(スポーツ界)に行かせ、城壁を再建(スポーツ界の贖い)に遣わしてほしいと嘆願。
　(ネヘミヤ2:5)
③慎重に調査 ⇒ 計画(ネヘミヤ2:12-16)
④ビジョン・動機を共有 「一緒にやろう!」(ネヘミヤ2:17-18)
⑤神だけににより頼む: 神が城壁再建(スポーツ界の贖い)を成し遂げられる。この工事は神の民だけが成すことがで
　きる。(ネヘミヤ2:20)
⑥チームワークの重要性: 一人ひとりに役割がある。城壁再建という一つの目標を成し遂げるために協力した。
　(ネヘミヤ3:1-32)
⑦協力と分担: 役割を分担するとき、城壁再建という偉大なビジョンを達成することができる。
⑧共同体形成: 礼拝共同体の回復が神の御心だと信じ、そのために城壁を再建。多くの民が必要。礼拝プラット
　フォームの必要性。

私は彼らに言った。「私たちが直面している困難は見てのとおりだ。エルサレムは廃墟となり、その門は火で焼き
払われたままだ。さあ、エルサレムの城壁を築き直し、もうこれ以上、屈辱を受けないようにしよう。」そして、
私に恵みを下さった私の神の御手のことと、また王が言ったことばを彼らに告げた。すると彼らは「さあ、再建に
取りかかろう」と言って、この良い仕事に着手した。 -ネヘミヤ記 2章 17~18節

神様が与えてくださった『スポーツ』。マンモニズムや勝利至上主義に攻め取られてしまっ
たこの領域の再建に取りかかる必要があります。ネヘミヤの城壁再建はとても大掛かりなプ
ロジェクトだったので、皆の協力が必要でした。そして、ビジョンを共有し、はっきりした
目標を提示し、「一緒にやろう！」と提案します。
このスポーツ界を神様が創造された素晴らしい領域に取り戻さなければなりません。そして
そこに住むスポーツに関わる7800万人の救いのために、皆さんと共に祈り、再建をスター
トしたいと思います。

★ネヘミヤの城壁再建をモデルに
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ミッションセンタープロジェクト in Japan
スポーツの世界で、キリストの弟子をつくる!!
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(1)Athlete Church礼拝＆祈祷会(集会)
輝かしく、何でも持っているように見えるスポーツ選手たち。しかし、その栄光の陰では、様々な問題で苦しみ、
孤独と戦っている。東京オリ・パラの前後からスポーツ界ではたくさんの問題が浮き彫りになった。麻薬、摂食障
害が引き起こす万引きで逮捕された選手、アメフトのタックル問題、不倫騒動、パワハラなど、スポーツ界で悲し
いニュースが飛び交っている。また、勝利至上主義の中で限界を超えたところで戦っていて、神頼みの領域にいる
多くのスポーツ選手たちは、スピリチュアルなものを求めている。その求めに応える類の本や動画はたくさんある
が、残念ながらキリスト教に関するものはない。彼らの心を満たすことができるのはイエス・キリストであったと
しても、このようなスポーツ選手たちがイエス・キリストに出会い、選択する機会すら与えられていないのが現状
である。
下記の表を見ても分かるように、日本のスポーツ選手たちは教会との関わりが難しく、彼らの言語で礼拝を捧げる
プラットホームが必要であると考えている。そこで、まず日本にいるクリスチャンのスポーツ選手が共に集まって
礼拝を捧げ、共に祈り、励まし合うプラットフォームを作りたい。最初は多競技で、将来的には競技別に祈り合う
グループが形成され、そこにリーダーが立つことを見据えている。また、目に見えるプラットフォームがあれば、
ノンクリスチャンのスポーツ選手が癒しを求めてくる可能性もあると考える。

●月1回のオンライン礼拝からスタート
（全国各地のスポーツミニストリーに関わる牧師先生に説教を担ってもらう）

●必要時には対面でのフォローアップ

●将来的には競技別・地域別でセルグループを形成し、リーダーを立てていく

●ミッションセンターが建物である場合、定期的にその場所で礼拝・祈り会を持つことも可能
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(2)ミッションセンター
スポーツに関わる人たちが、 体育館、サッカー場、プールなど、あらゆるスポーツの現場でイエス・キリストを伝
えるために、スポーツの現場で礼拝するキリスト者、宣教者を育て、送り出すことが必要である。
スポーツの現場にも礼拝の場が必要で、日本のスポーツ界にもクリスチャンが必要です。スポーツ界に生きる
7800万人の救いのために次のようなサイクルを生み出したい。
ミッションセンターは、『キリストの弟子として養育し、スポーツの現場に送り出す』という役割があると考える。

●【次世代育成・宣教者育成】
　スポーツ競技、スポーツの指導をしながらトレーニングを受けることができるミッションセンターの必要性
　・スポーツミニストリートレーニング－学びと実践
　・各地域にいながら学べる体制（オンラインも使用）
　(例)オンライン講座-キッズゲーム・フェスティバルトレーニング
　　　　　　　　　　　　　スポーツを通したメンタリング、CSに役立つスポーツミニストリー
　　　　　　　　　　　　　競技者と信仰　など

●【宣教チーム受け入れ・派遣の窓口】
　受け入れる宣教チームと派遣する地域教会の必要をマッチング

●【宣教協力】
　新しい働きを生み出すよりも、日本の教会が取り組んでいる働き（CS子供礼拝・チャーチスクール・児童支援・
　こども食堂・孤児院など）に地域教会と連携してスポーツミニストリーを取り入れていく

●ミッションセンターが建物である場合、トレーニングが行われる場、スポーツミニストリーが実践できる場、交
　流の場として用いることができる
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(3)クラブチーム
社会が部活から地域のクラブチームに委託していく流れの中で、各地域にクリスチャンの指導者を立てていく。将
来的には地域の総合型スポーツを担っていく。また、日本ではクリスチャンアスリートの数が少ない中で各々に活
動している。アマチュアやプロで活動しているが、大半はアルバイトをしながら競技生活を送っている。ただ無意
味にアルバイトをするのではなく、アスリートとしてサポートを受けながら、キリストの弟子として学んでいくこ
とができるチームが必要。将来的には、様々な競技の指導者、ジムの講師、メンタルトレーナー、フィジカルト
レーナーなどの仕事に従事できる可能性が生まれ、宣教にも役立つ。

●各地域にクリスチャンの指導者を立てていく。
　(例)スポーツに関わる人を育成⇒YMCAに送る⇒学校の部活(外部講師を要員)に派遣

●クリスチャン指導者・クリスチャンアスリートとしてのアイデンティティの確立

●個人ではスポンサーを見つけにくいが、アスリートを一つに集結することにより、スポンサーのサポートを受け
　やすくする。

●互いに支え合う共同体の形成
　・クリスチャン指導者・クリスチャンアスリートのサポートとケア
　・メンタリング
　・宣教者として育成

●ミッションセンターが建物である場合、合宿所として使用することも可能

【スポーツミニストリーに関わる弟子訓練の将来的な可能性】
・海外宣教に派遣する人材育成・チーム形成
・災害支援にも役立つ人材育成・チーム形成
（通常はスポーツミッションセンターの役割を担っているが、地震等の災害時には災害支援センターに切り替える）
・地域教会と共に地域に寄り添い、地域のニーズに応える

アスリートチャーチ / Athlete Church
支援先TEL 090-6376-8231

HP http://www.athlete-church.com
EMAIL athlete.church@gmail.com
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